






















令和7年11月19日

埼玉県東松山市神明町１ 丁目２ 番１ 号

株式会社大野工務所

代表取締役

大野 年章

株式会社大野工務所

当社は経営理念である「 人の和、 仕事の和、 社会の和」 の三つの和を 大切にする事に基づき 行動
し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考え方は持続可能な開発目標（ SDGs） と 同じ 方向を 目指す
も のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 SDGsの達成に貢献し て
いく 。

ペーパレス化を推進し 、 紙資源や印刷資材の削減に努める

コ ピー用紙使用量の削減

彩の国ロード サポート 活動を積極的に行う

彩の国ロード サポート 活動

ワーク ラ イ フ バラ ンス向上のため年次有給休暇の平均取得日数を増やす

年次有給休暇平均取得日数の増加

1万5千枚/年【 2024年】 5千枚/年

4回/年　 のべ29人参加【 2024年】 6回/年　 のべ50人参加

５ 日/年【 2024年】 10日以上/年













令和7年11月25日

埼玉県加須市琴寄234番地3

Ａ ｔ ｏ ｓ ． Ｒ 株式会社

代表取締役社長

渡邊 直也

Ａ ｔ ｏ ｓ ． Ｒ 株式会社

私たちは深刻化する地球温暖化問題や資源問題に対し 、 変化を 読み取り 、 事業活動を 通し 何がで
き るのかを 考え、 確かな最新技術を取り 入れながら 実践するなど、 環境保全に配慮し た行動を 、
全社一丸と なっ て取り 組むこ と で、 地域社会の発展及びSDGｓ の達成に貢献し ていく 。

エネルギー使用量を削減すると と も に、 再生可能エネルギーの利用継続を図る。

電力使用量の削減

社員参加型の社会貢献活動を推進する。

街の美化活動

地域経済に貢献するため、 地域事業者と の新規取引件数の増加を図る。

地域事業者の新規取引件数の増加

262 ,735/kw【 2024年】 5％削減

年2回　 のべ12人参加【 2024年】 年4回　 のべ20人参加

10件/年【 20 24年】 20件/年









令和7年12月1日

埼玉県羽生市南８ 丁目６ 番地１ ６

小島繊維株式会社

代表取締役

小島　 啓市

小島繊維株式会社

当社は経営理念である「 多様性の尊重」 に基づき 行動し 、 地域社会の発展に貢献する。
こ の考え方は持続可能な開発目標（ SDGs） と 同じ 方向を 目指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が
誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。

ペーパーレス推進のため、 DX化に取り 組む。

コ ピー用紙使用量の削減

地域の環境美化活動を積極的に行う 。

環境美化活動

ワーク ラ イ フ バラ ンス向上のため年次有給休暇の平均取得日数を増やす。

年次有給休暇平均取得日数の増加

55千枚/年【 2024年】 40千枚/年

２ 回/年　 のべ４ 人参加　 【 2024年】 ４ 回/年　 のべ12人参加

13日/年【 20 24年】 17日以上



令和7年11月26日
埼玉県川口市本前川1-6-1山崎マンショ ン
107

AKIKA

代表

藤井 彰人

AKIKA

当社は経営理念である「 お客様に喜んでいただけるよう な、 き め細かなサービス」 に基づき 行動
し 、 地域社会の発展に貢献する。 こ の考え方は持続可能な開発目標（ SDGs） と 同じ 方向を 目指す
も のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 SDGsの達成に貢献し て
いく 。

ペーパーレス推進のため、 DX化に取り 組む。

コ ピー用紙使用量の削減

社員参加型の社会貢献活動と し て、 会社地域周辺の美化活動を積極的に行う 。

地域の美化活動

地域の事業者と の新規取引先数を増やす。 清掃サービス提供の際、 環境負荷の低い洗剤を積極的に使用する。

地域事業者と の取引件数の増加

現場におけるアルカ リ イオン電解水の利用率の向上

2,000枚/年【 2024年】 50% 削減

0回/年 のべ0人参加【 2024年】 6回/年 のべ12人参加

2社【 2024年】 6社

50% (年間現場数： 700件中350件） 【 2024年】 80%









令和7年11月28日
埼玉県さ いたま市北区東大成町２ 丁目４ ４ ５
番地１

一般財団法人埼玉水道サービス公社

理事長

中村 幸司

一般財団法人埼玉水道サービス公社

当財団のスローガン「 水と と も に人と く ら し を支援する」 は、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の理念に通じ るも のでも
ある。 こ のスローガンの下で全職員が事業活動を 行う こ と によっ て、 地域社会の発展、 及び
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献する。

ペーパーレス推進のため、 Ｄ Ｘ に取り 組む。

コ ピー用紙使用枚数の削減

地域の環境美化活動を積極的に行う 。

ロード サポート 活動の推進

持続的な生産性の向上のため、 資格取得者の増加を図る。

給水装置工事主任技術者の資格保持者の増加

55万枚/年【 2024年】 45万枚

2回/年　 のべ103人参加【 2024年】 3回/年　 のべ120人参加

21人【 2024年】 26人



令和7年11月28日

埼玉県坂戸市大字小沼622番地19

日本セフ ティ エンジニア株式会社

代表取締役

牧野 正晃

日本セフ ティ エンジニア株式会社

当社は「 安心・ 安全を 第一優先と する」 と いう 理念のも と 、 高速道路整備・ 保全を担っ ており ま
す。 事業を 通じ 「 持続可能な発展・ 成長する社会」 を 目指し 、 社会全体の発展に大いに貢献し ま
す。 こ の考え方はSDGsと 同じ 方向を 目指すも のであり 、 社員一人一人が誠実に事業に取り 組むこ
と で、 SDGsの達成に貢献し ていき ます。

DX化によるペーパーレスを推進する。

コ ピー用紙使用量の削減

地域への貢献の為、 美化活動を行う 。

地域の清掃活動

事業に関係のある資格の取得数を増やす。

中型以上の免許等の資格取得数の増加

4,000枚/年【 2024年】 20％削減

０ 回/年 のべ０ 人参加【 2024年】 12回/年 のべ20 人参加

6種/年【 202 4年】 10種/年













令和7年12月10日

埼玉県川口市安行北谷665

日本シーム株式会社

代表取締役社長

木口 達也

日本シーム株式会社

当社は「 マシンテク ノ ロジーで地球を 豊かにする」 を 理念に、 廃プラ スチッ ク の再資源化を支え
る洗浄粉砕機や脱墨装置の開発・ 提供を 進めています。 技術提供に加え、 アッ プサイ ク ル体験会
や工場見学などのSDGs教育にも 取り 組み、 地域と 協働し て持続可能な社会づく り に貢献し てまい
り ます。

製造工程でのエネルギー使用量を削減する。

電気使用量の削減

地域と の協働による環境教育活動を推進し 、 次世代の循環型社会づく り に貢献する。 多様な人材が働き続けら れる職場環境を整える。

アッ プサイ ク ル体験会や出前授業、 工場見学などの開催

若手人材の資格（ ク レーン運転・ 玉掛技能等） 取得支援

環境負荷低減低減のため、 廃プラ スチッ ク 再資源化技術の高度化と 生産性向上に取り 組む。 また、 その普及と 地域循環の促進を目的に、 テスト センタ ーで、 実機を用いた検証・ 評価を行い、 顧客の再資源化プロセス最適化を支援する。

環境負荷低減に寄与する製品のアッ プデート や開発の推進

テスト センタ ー利用件数の増加

230 ,000kwh/年【 2024年】 190 ,000kwh/年

14回/年　 のべ1 ,40 0人参加【 2024年】 30回/年　 のべ3,000人参加

のべ8 人【 2024年】 のべ16人

2件/年【 202 4年】 5件以上/年

257件／年【 2024年】 350件／年





令和7年12月9日

埼玉県北本市西高尾7-180

株式会社Ｍｏ ｎ ｏ Ｍａ ｔ ｅ

代表取締役

岡田 剛

株式会社Ｍｏ ｎ ｏ Ｍａ ｔ ｅ

当社は経営理念である「 人と 家族と 地域の暮ら し を豊かにするも のづく り 」 に基づき 行動し 、 地
域社会の発展に貢献する。
こ の考え方は持続可能な開発目標（ SDGs） と 同じ 方向を 目指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が
誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。

商品発送パッ ケージの小型化や二重包装の廃止、 緩衝材の最小化を 行い、 簡易包装を 標準化し 梱包材使用削減を 推進する 。

梱包材使用量の削減

子育てや家庭と 両立し やすい働き方を推進し 、 誰も が安心し て働ける職場環境を整備する。

有給休暇平均取得日数の増加

長く 使える高品質な製品提供と 、 アフ タ ーサポート の充実により 、 持続可能な消費と 地域経済への貢献を目指す。

新規取引先数の増加

60 ,000袋/年【 2024年】 50％削減

10日/年【 20 24年】 20日/年

2件/年【 202 4年】 5件

























令和7年12月18日

さ いたま市北区吉野町2-7-10

有限会社おいすい

代表取締役

高橋 安治

有限会社おいすい

当社は経営理念である　 「 食の安心安全を届ける」 に基づき 行動し 、 地域社会の発展に貢献す
る。
こ の考え方は持続可能な開発目標（ SDGs） と 同じ 方向を 目指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が
誠実に事業活動に取り 組むこ と により 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。

書類の電子保存を進めペーパーレス化に取り 組む

書類棚の削減

多様な人材が活躍できる社会実現のため高齢者や女性の採用を促進する

65歳以上の高齢者雇用者数の増加

女性雇用者数の増加

有給取得率を高めワーク ラ イ フ バラ ンスをより 良いも のにする。

年次有給休暇平均取得日数の増加

8台/年【 202 4年】 5台

1人/年（ 全雇用者数11人） 【 2024年】 2人

7人/年（ 全従業員数11人） 【 2024年】 9人

6日/年【 202 4年】 17日/年



令和7年12月18日

埼玉県さ いたま市岩槻区裏慈恩寺1401-3

高伸株式会社

代表取締役

野上 伸

高伸株式会社

人々が生き ていく 上で、 基盤と なる社会や文化は最も 重要なも のであると いう こ と を 念頭に、 弊
社は事業の発展に向けて精進すると 共に現代社会の現状に向き 合い、 問題解決の為に活動する体
制を目指し ている。 また、 環境や社会に配慮し つつ生産性を向上するこ と によっ て、 SDGsの達成
に貢献し ていく 。

CO2排出量削減のため、 商用車を環境に配慮し た車両に入れ替える。 また、 Ｄ Ｘ 化によるペーパーレスを推進し 、 紙の使用量を削減する。

電気自動車への順次入れ替え

コ ピー用紙使用量の削減

ワーク ラ イ フ バラ ンス向上のため、 休暇取得を推進する。

一人当たり の有給休暇平均取得日数の増加

多様な人材が活躍できる職場環境整備に取り 組み、 雇用を促進するこ と により 、 生産性の向上を目指す。

女性雇用者数の増加

外国人雇用者数の増加

1台/8台【 20 24年】 3台/8台

6 ,000枚/年【 2024年】 3 ,000枚/年

5日/年【 202 4年】 10日/年

2人（ 2人/12 人） 【 2024年】 15人

3人（ 3人/12 人） 【 2024年】 20人










